
The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Management 　 Accountlng

日本管理会 計学 会誌

管 理 会計学 2014 年 第 22巻 第 1号

論 文

「期首仕掛品か ら減損が生 じない 」 とい う仮定に もとつ く

総合原価計算の 研究

小 泉友香

〈論文要旨〉

　本論文の 目的は，「製造工 程の 始点で材料が投入 され ，
か つ 工程 の

一
定点で減損が生 じ，期首仕掛品

が 当期に 入 っ て 減損発 生点を通過する．」 とい う生産状況を対象とし
，従来の 総合原価計算で用 い られ

て い る 「期首仕掛品 か ら減損が生 じない 」 とい う仮定を取 り除い た場合に つ い て
，
正常減損非度外視法

による先入先出法を採用 した場合の任意の 2 原価計算期間 の 単純総合原価計算の 理論モ デル を示す こ

とで ある．この際，（1）「工 程原価構成図」と 「完成品換算量図」を使用 して，「前期着手 当期完成品原価亅

および 「期首仕掛品か ら生 じた減損原 価」 の 測定方法を示す．さらに ，（2）減損の 完成品換算量 へ の換算

係数 の 概念を導入 し，その 計算方法を示 し，また（3）作業屑 を減損の概念に包摂 し ， 従来の 控除法ではな

く非度外視法を適用 して，作業屑原価 を算定するべ きこ とを提示する．そ して，（4）上記の 生産状況 に

お い て ，期首仕掛品が 当期 に入 り減損発生点を通過 した場合 ，直接材料費の 仕掛品の 進捗度（換算係数）

の 上限 は ， 通常は 「1」 とされて い るが，こ れ が妥 当ではな い こ とを示 し，新た な仕掛品換算係数の 計

算方法を提案す る．さらに，（5）従来の方法で は，期末仕掛品原価には次期にお い て減損 となる部分が

含まれて い る こ とが写像 されない こ とを明らかにす る．
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Process　Costing　on 　the　Assumption　that　No 　Waste　accrues

　　　from　Beginning　lnventories　of 　Work 　in　Process

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 YUka　Koizumi

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 Abstract

The　purpose　of 血is　article　is　to　construct 　a ！heoretical　model 　for　process　costing 　under 　the　FIFO　method ，　fbr

any 　given留 o 　costing 　periods　usin帥 e　method 　ofnon −neglecting 　nomal 　wastes
，
　whereby 　direct　materials 　are

input　at　the　beginning　ofthe 　produetion　process　and 　waste 　accrues 　at　a　ce畑 n　point　in　the　pr  ess
，
　but

dispensing　with 　the　traditional　assumption 　that
‘‘

no 　waste 　accrues 　frorn　beginning　inventories　ofwork 　in

process
”
．　The　article 　also 　shows 　the　correct 　calculation 　methods 　for　the “

cost 　ofthe 　begi  ing　inventories　ofthe

work −in−process
’，
　and 　the

‘‘
cost　ofthe 　waste 　acomed 　the爬 f沁 m

” ．　This　article 　fUrther　introduces　the　conversion

coef 五cient　ofproduct 　equivaIent 　ofwaste 　in　place　ofthe
“

rate 　ofcompletion 　ofwaste
” to　measure 　waste 　oosts ．

Lastly，　this　article　proposes　a　new 　method 　to　calculate 　the　conversion 　coeffieient　for　the　work 　in　process　and

shows 　that　setting　the　maximum 　value 　for　the　completion 　ratio （conversion 　coefficient）to　l　under 　the

conventional 　method 　is　not 　necessarily 　valid ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Key　words

　　　　　　　Process　costing ，　Waste，　FIFO　Method，　Non　Neglect　Metho¢　Work 　in　Process
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1 ． は じ め に

　総合原価計算の伝統的な方法は様 々 な仮定に支え られて お り，時には ， 生産活動の実態 を表 さな

い だ けで は なく，矛盾 をはらん で い る．例えば ， 材料の 払 出に っ い て は，継続記録法に もとつ く先

入先出法（以下 ，
「FIFO」とい う）もしくは移動平均法を採用 し，これ を受け入れる仕掛品勘定で FIFO

を適用 して い る場合で あっ て も，材料価格の 期中にお ける変化が 平均化 され ， 材料の 払出に継続記

録 法を用 い た こ とが無意味 となる．また，期末仕掛品は，工程内に広 く分布 して い るの が通常で あ

るが ， 原価計算上 は ， 工程内の 特 定点に存す るもの と仮定 されて お り ， 生 産活動の 実態を表 して い

ない ．特に，仕損 ・減損が生 じる状況を対象 として ，非度外視法を適用する場合にお い ては，期末

仕掛品 と完成品 にそれ らの 原価を負担 させ る方法の 開発は ， 行 われ て い ない ．生 産活動の 実態を忠

実に写像す るとい う観点か らみると伝統的 な方法には，その他，様々 な問題点が存在 しうるとい え

よ う（1）．

　その 問題点の
一

つ と して ，
「期首仕掛品か らは ， 減損が 生 じない 」 （当期投入 分か らの み減損が生

じる）と い う仮定（以 下 ，
「当仮定」 とい う．）が現実的で は な い 場 合を あげる こ とがで きる（番場

1963．p．271；片岡 2007．p．25 ； 岡本 2008．p．337；Horgren 　et　a12009 ．p．643）．すなわち，期首仕掛品

が当期に減損発 生点を通過 した場合で あっ て も，こ れ を無視 し，当期着手 分か らの み発生 した と仮

定 して原価計算が行われ て い るケース で ある．当期に入 っ て か ら期首仕掛品 が 減損発 生点 を通過 す

る場合 は，当仮定に もとつ い て計 算す る と，原 価計算は生産活動の 実態 を正 しく写像 して い な い こ と

にな る．特 に ， 工程にお ける仕掛品が相対的に大 きい 場合に つ い て ， 番場（1963
，p．273）は ，次の よ うに

述 べ て い る．

　 「何故減損は 当月 着手分か ら生 じたもの と仮定す るか とい えば
，

…減損量 の 多くは 当期着手分か

ら生 じた と見て も大過はない か らで ある．した が っ て若 しも逆に月初仕掛 量が大 きく，当期着手量が

少 ない の を常態 とす る 工 場で あれ ば ，む しろ当月減損は 専ら月 初仕掛品 か ら生 じた と い う仮定に立

つ 計算をす る方が妥当 となる の で ある減損の発生に関して こ の よ うな仮定をす るこ とを さけたい

とすれ ば
，原価配分を平均法に よ っ て 行 うほか ない ．J

　しか し ， 生産活動 の 実態を正確に写像す るた めには渉 留 ・能率を決定する減損 ・仕損を識別する

「非度外視法」を用 い
，さらに少な くとも， それ らの 前期の 業績 と当期 の 業績との 違 い を区別で きる

FIFO を適用する必 要が ある とい えよ う，生産活動の 実態を忠実に写像す る こ とは ，
IASB （2001）に

よ る 「財務諸表 の作成及び表示に関する フ レ
ー

ム ワ
ー

ク！にお い て も 「表現の 忠実性亅 （第 33 項）

と して 定め られ て お り本研 究は そ の 趣 旨に沿 っ て理 論モ デル を展開す るもの で ある．

　そ こ で本研 究の 目的は，「製造工 程 の始点で材料が投入 され
，
か っ 工程 の

一定点で減損が生 じ，期

首仕掛品が当期に入 っ て減損発生点を通過す る．」 とい う生産状況 （以下 ，
「当生産状況］ とい う．）

を対象 として，生産活動の 実態をあ りの ままに写像す るため に，通常の 「期首仕掛品か ら減損は生 じ

ない 亅とい う仮定を取 り除い た場合に っ い て
，任意の 2 期間に関 して非度外視法に よる FIFO を用 い

た単純総合原価計算の方法を提案する こ とで あ る．なお，任意の 2期 間（第 t・1期第 t期）を同時に取

り扱 うの は ，
「第 t期 の 期首仕掛品か ら減損が生 じな い 」 とい う仮定を外すこ とを検討する の で，そ の

前に まず 「第 か1期の 期末仕掛品原価」 そ の も の を正 しく計算する必要があるか らであ る．

　ま た本研究は，原価計算の 基 本的概念か ら演繹的に 規範理 論を展 開す るアプ ロ
ーチに よ り理 論 モ

デル を構築する方法であ り，実務貢献型研究で も実務記述型 研究で もない （2）．なお，本論文は ，

こ れ まで の 片岡（1982 ，
1991

，
1995

，
2007

，
2008），片岡 ・昆（1983），片岡 ・井岡（1983，1989），片岡 ・片

岡（1999）， 片岡 ・
小 泉（2003），小泉（2005 ，

2009a
，
2009b，2010，2012a，

2012b
，
2013）等の

一
連の 製品原

価計算研究の 一環で ある．

　なお ， 現実の 企業におい て も，仕損 ・減損 の 測定 と管理が重要で あ る こ とは ， しばしば指摘 され
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て い る（鷲澤 2012）．また ， 清水他（2011）による原価計算実務に関す る調査に よる と，もっ とも大量に

仕損 ・減損が 発 生する 工 程の 1 カ月 の 発 生量は完成品量 の 20％以上で あ る と回答 した割合は 9，9°

／e

で あ る とされて い る．したが っ て ， 仕損 ・減損の 管理が重要で あ り ， それ らに 関す る詳細 なデー
タ

が必 要 で あると い え る．

　そ こ で ， 次節で は，まず減損を定義 し ， そ の 完成品換算量の意義を示 し ， 本研 究で 用 い る基本的

な関係式 を示す．また，非度外視法の 基本構造を提示 し，そ の 際に減損の換算量の 計算方法に も言

及す る．そ して 当仮定の検討を行 う．第 3 節では ， 当生 産状況の 実態に則した
一

般式お よび そ の 数

値例 を示 し ，従来の 方法で 計算され た数値と比較検討する具 体的には ，
「工程原価構成図」，「完成品

換算量図」を用い て ，「前期着手 当期完成品原価」 ，
「期首仕掛品 か ら生 じた直接材料費の 減損原価」

お よび 「期首仕掛品か ら生 じた加 工費の 減損原価」 の 新 しい測定方法を提案する．第 4節では，仕

掛品の 完成品換算係数 の 妥当性 を検討 し，従来の 計算方法の 誤 りを示す．最後に第 5節にお い て 「お

わ りに」 を述べ る．

2 ． 「期首仕掛品か ら減損が生 じない 」 とい う仮定の 検討

　本節で は，まず減損の 定義お よび減損の 完成品換算量 の 意義 を示 し，次 に以下の 議論で 用 い る記号

を定義し，さらに ，当仮定の 意味
，
当仮定 を取 り除くこ とは どの よ うな意味なの か ，当仮定が ある こ と

に よっ て どの ような問題 が生 じるのか を検討す る，

2．1　減損の 定義

　減損 とは ，
工程におい て投入 した原材料の うち蒸発 揮発 ，屑化，霧散

，
ガス 化 ，気化な どに よ り製品に

物理的に移転 しない 無価値の 部分をい う．減損費 とは
，原材料の 減損部分に集計 された原価で ある減

損原価に屑等 の 処理 費（事後原価）を加 えた もの をい う．番場（1963 ，p．256）に よ る と 「含水物 ，液体物 ，

油類穀 物類 陶 器類 の 加 工 に 際 して 蒸発浪 れ ，こ ぼれ，気化廃 ガ ス化廃 液化，屑化破 損 などが 生 じて

原料数量 よ りも製品量が減少す る現象を減損（又 は歩減 り）と名付ける 」 と定義 して い る．以下では，

こ の よ うな従来の 減損を狭義 の 概念 とする．

　広 義の 減損は
，蒸発 ，揮発などの 無形減損 と屑化な どの 有形減損に分類す る こ とが で き る．有形減損

は
，
正 味売却価額（正味実現可能価額）の 有無お よび材料として再利用の 可能性の 有無に よ り作業屑 と

狭義の減損とに分類で きる．作業屑 は ，
「加工 によ り生ずる有価値の 原料部分を意味する屑 が発生す

れ ば製品化され る原料数量が減少す る の で あるか ら，屑の 発生を減損の
一

形態とみ るこ ともで きる．

屑の 発生 と減損とを区別すれば ，前者は製品化 され な い 有価値 の原料部分で あ り，後者は無価値の 原

料部分又 は蒸発 ，
ガ ス 化 ，煙化等に よ っ て 消失 した原料部分」（番場 1963，p．278）で ある．有形の 同質の

屑が減損か作業屑か の 区分は ， そ の 正 味実現可能価額 が負か 正か に よ り決定 され る ．それ ゆえ ， そ

の 屑の そ の時 々 の 時価 （処分価値） と処分費の 見積 もりとい う偶然 によ りいずれか に決定 され る．

　したが っ て，原価計算基準 36 項に よ ると
，作業屑には控除法（副産物法）を適用する とされ て い る が，

作業屑 を広義の 減損に含め，非度外視法を適用する こ とが妥当で ある（小泉 2013）．具体的な計算方法

として は，作業屑原価 を分離計算し ， こ れ か ら正 味売却価額 を差 し引い た残高を完成品原価と期末

仕掛品原価に追加配賦計算を行 う．

2．2　材料 ・減損 ・仕掛品 に関す る生産状況

　材料 ・減損 ・仕掛品に 関す る生産状況は，次の ように分類で きる．

（1） 材料の 工 程 へ の 投入方式 は ， 
一

定点 投入 ，  多定点投入 ，  連続投入 に分け られ る．

（2） 材料の 投入位置は，  始点投入，  工程途上投入 ，   終点投入に区分 され る，
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（3） 減損 の 発 生原 因は ，   正 常な原因 ，   異常な原因 に分 け られ る．

（4） 減損の 発生形態は、工 程の  
一

定点発 生  多定点発生．  特定の 区間で の
一

定率発生（通常，

　平均的発生 と い う場合 を含む），  特定 の 区 間で の ラ ン ダム 率発生 に分け られ る．

（5） 期末仕 掛品 の 状 況 は，工 程 の  
一定点   多定点   区間 に分 布す るケ

ー
ス に分けられる．

　 本論文で は
，材料 を始 点投入 し

，
正 常減損が 工 程の 一定点 で 発生 し

， 期首仕掛品 が当期に入 っ て か

　 ら減損発生点を通過 し，期宋仕掛品が 工程の
一定点に存在する状況 を対象 とす る．

2．3 減損の 完成晶換算量の 意義

　総合原価計算に お い て減損の 完成品換算量 の 概念は ， そ の 減損 とな っ た材料の 数量が ， 何個分の

製品に含まれて い る材料の 数量と同等で あるか を示すた め もの で ある，

　減損は加 工 途上 にお い て 製品か ら分離 した屑や蒸発 した材料部分で ある か ら ，
こ れ を さらに 加 工

して 完成品になる もの で はない ．したが っ て，減損 とな っ た無価値の 屑を さらに 加 工 し完成品にす

るわ けではない か ら ， 減損 の 加工 進捗度 とい う概念は成 り立 ちえない ．すな わ ち ， 減損に つ い て ，

加工 進捗度の 用語 を用い る こ と自体は ，文理解釈上 か らみて も適切では ない ．

2．4 記 号の 定義

本節では，以下 で用 い る記号 を次の よ うに 定義す る．なお下添宇 iは原価要素を示 して い る．

　（1）完成品数量単位尺度によ る数量 Q
　　QB ：期首仕掛品 数量 （完成品数量 単位尺度に よる ，以 下 同様），　 Qi： 当期着手 数量，

　　QG ： 当期完成品数量，　 QBG ：前期着手 当期完成品数量 ，

　　QIG（＝ QG− QB）：当期着手当期完成品数量，　 Qw ： 当期減損数量 ，
　 QE ：期末仕掛品数量

（2）原価要素 iの 原 価 Ci

　　CBi ：期首仕掛品原価 ，　 Cli： 当期投入原価
，　 CG、 ： 当期完成品原価 ，

　　CBGi二 前期着手当期完成品原価，　 CIGi： 当期着手 当期完成品原価，　 Cwi ： 当期減損原価，

　　CBw ｛：期首仕掛品（前期着手 当期完成品原価）か ら生 じ た減損原価，

　　Clwi： 当期着手 当期完成 品原価 か ら生 じた減損原価，　 CEi：期末仕掛品原価

（3）原価要素 iの 消費数量 qi （投入数量 を含む）

　　qBi ； 期首仕掛品に含まれ て い る消費数量 ，　qli： 当期投入 数量 ，

　　qGi ： 当期完成品に 含まれ て い る消 費数量，　qBGi： 前期着手 当期完成品 の 消費数量，

　　qBBGi： 前期着手当期完成品の うち前期投入分の 消費数量

　　qBlGi： 前期着手 当期完成品 の うち 当期投入 分の 消費数量 qlGi： 当期着手当期完成品 の 消費数量，

　　qBwi ： 期首仕掛品（前期着手当期完成品原価）か ら生 じた減損の 消費数量

　　qBBwi： 期首仕掛品（前期着手 当期完成品）か ら生 じ た減損の うち前期投入分か ら

　　　　　生 じた減損の 消費数量

　　qBlwi： 期首仕掛品（前期着手当期完成 品）か ら生 じた減損の うち当期投入分か ら

　　　　　生 じた減損の 消費数量

　　qlwi：当期投入分か ら生 じた減損の 消費数量 ，

　　qwi（＝qBwi＋ qlwi）： 当期 に減損 となっ た 消費数量 qEi ： 期末仕掛品に含まれ て い る消費数量

　（4）原価要素 iの 完成品単位当た りの 数量 Ui

　　Ui ： 完成品単位 当た りの総消費数量 ，　　　 UNi ： 完成品単位当た りの 正味消費数量，

　　 Uwi ： 完成品単位当 た りの 減損の 消費数量

　（5）原価要素 iの 完成 品換算係数 （進 捗度）θi

　　eBi：期首仕掛品進捗度，　 eEi：期末仕掛 品進 捗度 ，　 Owi：減損発 生 点
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ewi： 減損の 完成品 へ の換算係数（通 常，「減損進捗度」 と言われて い る」

6BBwi： 期首仕掛品（前期着手 当期完成品）か ら生 じた減損の うち前期投入分か ら生 じた

　　　減損の 完成品換算量へ の 換算係数

eBI
． i

： 期首仕掛品（前期着手 当期完成品）か ら生 じた減損の うち当期投入分か ら

　　　生 じ た減損の 完成品換算量 へ の 換算係数

ellwi： 当月着手 当期完成品か ら生 じた減損の 完成品換算量 へ の換算係数

2．5　基本的な関係式

　各完成品換算量 で製造原価 を除する こ とに よ っ て
，完成 品原価 ・期末仕掛品原価 ・減損原価の 計算

を行 う非度外視法の 構造を明 らか にす るため に，まず基本的な関係式を示 す．任意の 原価要素（群）i

の 金額は ，消費価格 をPi， 消費数量をqiとする と次 の
一般原 価公 式に よ っ て 常に 決定され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ci＝ Piqi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．1）

また完成品単位当た りの iの 消費数量 Ui は
，消費数量をqi，完成品数量をQとする と次の式が成 り立っ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
・

一 晝　　　　　　　　　 （2・・）

よ っ て ， 消費数量qi は，次の とお り表 され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 qi ＝ Uiq 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2，3）

したが っ て ，（2．1）式に（2．3）式を代入する と次の ように表 される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ci ＝ PiUiQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．4）

また期首仕掛 品原価 をCBi
，当期投入原価をC

：i ，完成品原価 をCGi
，減損原価 をCwi

，期末仕掛品原価を

CEiとする と，原価要素 iに関す る仕掛品勘定で は，減損が生 じる場合に つ い て次の 関係式が成立する．

　　　　　　　　　　　　　　　　 CBi＋ Cli＝CGi＋ Cwi ＋ CEi　 　 　 　 　 　 　 （2。5）

同様に原価要素 iの 消費数量に っ い て ，期首仕掛品に投入 された数量をqBi， 当期投入数量 をqli，当期

完成品 に含まれ て い る数量をqGi， 当期に減損となっ た数量qwi， 期末仕掛品数量qEiとすると，次の

物量の 関係が成立す る．

　　　　　　　　　　　　　　　 qBi十 qli＝ qGi十 qwi 十 qEi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2．6）
一方 ，完成品数量単位尺 度による完成品数量 Q では ，減損数量qwiを直接表す こ とがで きず，期首仕掛

品数量を QB， 当期完成品数量 を QG， 当期着手数量を Q匸， 期末仕掛品数量を QEとすると次の 関係

式が成立す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　QB ＋ Ql ； QG ＋ QE　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2．7）
（2．2）式を仕掛品数量 を含む 状況 まで に拡張す るた めに，完成 品換算係数（進捗度）θi の 概念を導入 し，

分母 の Q を完成品換算量Qθi で 置 き換え る と次の 式 が成 り立 つ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
一

缶　　　　　　　　（2・・）

する と（2．3）式は，次の式 となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 qi　＝ Ui 　Q　ei　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．9）

また ，（2．4）式は ，次の 式 となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ci ＝ PiUiQOi 　　　　　　　　　　　 （2．10）

　総合原価計算の 伝統的方法で は，純粋 FIFO を用 い る場合で あ っ て も，基本的に は平均法で あ る

か ら，（2．10）式の Pi を
一定 と仮定 で きる．したが っ て ，期首仕掛品原価 と当期投入原価の合計額を完

成品原価 と期末仕掛品原価に配 分するため には ， qi ＝ Ui　Q θi を配分すれ ばよ い こ とになる，

　次に ， 純粋 FIFO を上記の 式に導入する方法を考察する．純粋 FIFO を導入す ると前期着手 当期

完成品数量qBGと当期着手当期完成品数量QlGを区別す る必要がある の で，（2．7）式 は次 の よ うに示 さ
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れ る．

　　　　　　　　　　　　QB ＋ Ql ＝ QBG＋ QlG＋ QE　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2．11）

（2．11）式 を前提 とす る と，前期着手当期完成品数量 棚 首 仕掛品数量）QBGに含まれ る原価要 素 iの 消

費数量 qBGiと当期着手 当期完成品 数量QIGに 含 まれ る 原価要 素 i の 消費数量 qlGiを 区別 し
， さら に

前期着手当期完成品 数量（期首仕掛 品数量 ）QBGか ら生 じる減損数量 qBwiと当期着手当期完成品数量

QIGか ら生 じる減損数量qrwiとを区別す る こ とになる．すなわち，（2．6）式に お ける期首仕掛品 に含ま

れ て い る消費数量qBiは，前期着手当期完成品の 正 味消費数量qBGiと期首仕掛 品（前期着手当期完成

品）か ら生 じた減損の 消費数量qBwiに分 けられ るの で ， 次の 式で表 される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　qBi　FqBGt＋qBwi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．12）

また
，当期投入数量qliは ， 当期着手 当期完成品 の 正味消費数量 qlGi，当期着手 当期完成品か ら生 じ

た減損の 消費数量qlwi，期末仕掛品に含 まれ て い る消 費数量 qEi（減損部分は分離され て い な い ）に分

けられる の で ， 次の 式で表 され る（図表 2．1 を参照）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　qli＝ qIGi＋ qrwi十 qEi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．13）

した が っ て ，（2．6）式 は次の よ うに表 され る．

　　　　　　　　　　　　　　　 qBi十 qu ＝ qBGi十 qlGi十 qBwi十 qlwi十 qEi　　　　　　　　　 （2ユ4）

　（2．11）式 と（2．14）式 の 関係 を， 原価要素 i＝ 1（直接材料費）の 例に よ り図表 2，1 で 示 す．同図 で は t 横

軸は 「完成品数量 Q」 を表 し，縦軸は 「製品 単位あた りの 消費数量 Ui と換算係taeiとの積」 を示す．

したが っ て，そ の積（面積）は ，完成品に投入 された 直接材料費 の 消費数量 qi を示 して い る．また同図

で は，期首仕掛品は 当期に減損発生点を通過 し，期末仕掛品は 当期に減損発生点を通過 して い ない

生産状況を示 して い る．

Uiei

　

　

調

　

　

U

UNiei

図表 2．1　 当期末時点の 工 程原価構成図

⇒
Gq

q，

Q

2．6　従来の 方法の 定式化

こ こ で は，完成品原価 を前期着手 当期完成品原価 と当期着手当期完成 品原価 とに 区別 し て計算す る

従来か ら利用 され て い る FIFO（岡本 2000 ，　 p278 ，　 p311 参照）の 非度外視法に よる各原価の 分離計

算の
一

般式 を示す．まず ， 前期着手 当期完成品原価CBGiは ， 期首仕掛品原価 CBiに ，完成に至 るまで の

当期追加 分か らなる の で ，次 の よ うに計算 され る．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CIi　QB（1 一θBi）
　　　　　　　　　　　　CBGi ＝ CBi十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2．15）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （QG　一　QB　eBi）＋ QwOwi＋ QEθEi

　直接材料費O＝ 1）に つ い て は，工 程で 始点投入 される の で ，その 進捗度 OBi　＝ 1で あるか ら（2．15）式

の 右辺 第 2 項は ゼ ロ となる．加工 費（i＝ 2）にっ い て は ， （2．15）式の右辺 第 2 項で 当期投入分が 追加

され て い る状況が示 されて い る，また ， 当期着手 当期完成品原価 CIGiは，次の ように 計算 され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cli（qG −
　QB　eBi）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔2．16）　　　　　　　　　　　　 C苴Gi
＝

　　　　　　　　　　　　　　　（QG − QB　eBi）＋ Qwewi＋ QE　eEi

期末仕掛品原価 CEiは ， 次の ように計算され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cli　QE　eEi
　　　　　　　　　　　　 CEi ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2．17）
　　　　　　　　　　　　　　 （QG − QBθBi）＋ Qwewi＋ QEθEi

減損原価 Cwiは ， 次の よ うに 計算され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cli　QwOwi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2．18）　　　　　　　　　　　　 Cwi ＝

　　　　　　　　　　　　　　 （QG − QBeBi）＋ Qwewi＋ QEeEi
　 （2．15）式 〜 （2．18）式の 右辺 の 分母 で あるQwθwi に つ い て は，検討を要する．本来 ， 材料 の 減損数

量は
，減損となっ た材料数量qw1その もの により直接表 され るが

，従来の 方法で は，　 qWlを完成品換算

量Qwew1とい う間接的な形で 表す必要がある，こ の とき，材料 の 投入数量尺 度単位 と完成品 尺度単位

とが同
一の 単位（重量 k窪）で示 され る場合は ，材料の 減損数量qw1 ＝Qew1とする こ とがで き るの で 問

題に はな らない が
，尺度が異なるときは ，次の 換算式を用い て qw1をQwew1に変換する必要が ある（小

泉 2005）．なお ， 従来の方法では ， こ の 点が特に議論 され る こ とはな く所与 の値 とされ て い る．

q．
θ

。 、
．塾 ．q … ＋ q … ．

　 　 　 　 UNi 　　　　 UNi

減損 とな っ た原価要素 iの 消費数量

完成品 単位 当た り の 原価要素 iの 正 味数量
（2．19）

　期末仕掛品進捗度が
， 減損発生 点未 満 の 場合の 減損原価追加 配賦後 の 当期着手当期完成品原価

ciGiは
，次の よ うに表 される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　CIGi＝ CIG
ド←Cwi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．20）

　仮に 期末仕掛品進捗度が 、減損発生点以 上の 場合の 追加配賦後の 当期着手 当期完成品原価Cl6iは
，

次の よ うに 示 される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cwi（QG − QB）
　　　　　　　　　　　　　 Cfl

…i ＝ CIGi十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2．21）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （qG− QB）＋QE
　また，仮に減損が平均的に発 生す る生産状況 で は，右辺 第 2 項の分母q， を，QE　eE2として 追加配

賦を行 う．

2．7　 当仮定の 検討

　以 下で は ，
「期首仕掛 品か ら減損が生 じな い 」 とい う仮定 に関 して検討す る．

　当仮定 の 意味 は，当期投入分 か らの み減損が生 じ る とい うこ とで あ り，当仮定 を取 り除い た場合
，

「減損が期 首仕掛品 か らも発 生する亅 とい うこ とを表 して い る．すな わ ち，期首仕掛品の うち減損発

生点 に達 して い ない仕 掛品 が 当期中にな り，その 発生点を通過す る こ とに よっ て減損が発 生す る状

況 をい う．したが っ て ，期首仕掛品 か ら生 じた減損は，前期投入分 と当期投入分 とか ら構成 され る．し

か し，従来の FIFO（岡本 2008，p．276，p．278，p ．311）の もとで の 非度外視法は，期首仕掛品 の うち当期に

入 っ て 減損発 生点を通 過す る こ とに よ り実際に は減損が発生 した場合で あ っ て も ，それ が発生 しな

い と仮定 してお り，原価要素 iの 完成品原価CBGiは ，（2．15）式で示 したとお りで ある．すなわ ち，（2．15）

式の 右辺 第 1 項で は ，期首仕掛品原価 CBiか ら減損原価が分離 されて い ない 構造 を示 して い る．同式
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の 第 頭 で は 当鰕 入原風 を纛 は ・ て 前鵬 手 当期完成品 原価に配 分

する状況を表 し て い る．

　当仮定が い か なる生産状況で も適用可能か に っ い て
，仕掛期間 と仕掛数量の観点か ら，仕掛期間が

短 くその 数量が少ない 状況 と仕掛期間が長 く数量が多い状況 とを図表を用 い て 比較検討す る．

図表 2．2　仕掛期間が短 い ケ
ー

ス

　 　 qi

qli

qBi

期首 期 末

図表 2．3　仕掛品勘定図

qli

qBi

図表 2．4 　仕 掛期間 が 長 い ケ
ー

ス

　 qi

期首 期末

Ei

Gi

図表 2．5　仕掛品 勘定 図

qB1 qGi

qWi

qli q靦

黶表 22 および 図表 2．4 は，横軸に時間 t
，縦軸に原価要素 iの 消費数量（投入数量）qStを表 し，

2 本の

直線 の うち上方の 直線は原価要素 iの 当期投入数量qli， 下方の 直線は 当期完成品 に含まれ て い る原

価要素 iの 消費数量qGiを示 し，
こ れ らの 2 直線の 水平距離（図表 2．2 にお ける  図表 2．4 に お けるt2）

は仕掛期間，垂 直距離は仕掛品に含まれて い る iの 数量（仕掛品数量 ： 図表 2．2 にお けるq1，図表 2，4

にお けるq2）を示 して い る．他方 ，図表 2，3 お よび 2．5 は ，仕掛晶勘定図で ある．図表 22 の 状況 の よ う

に製品の 仕掛期問が短 く，仕掛 品数量 が相対的に少 ない ケース で は
，図表 2 ．3 を見 て も明らか な よ う

に
，当仮定に 基 づ い て も特に 問題はな い ．一方 ，図表 2．4 の 状況 の よ うに ，製 品の 仕掛期間が長 く，仕掛

品数量が相対的に 多い ケース に ，当仮定に基づ くと図表 2．5 の 仕掛品戡定図が示すよ うに ，現実の状

況 と大き く異なる．

したが っ て ， 仕掛期問が長 く数量 が多い生産状況で は ， 当仮定に も とつ く伝統的方 法で 製品原価誰

算を行 うこ とは 不適切 で ある とい わ ざるを えな い ．こ の よ うな生産状況で 当仮定があるこ とに より

生 じる間題は，（1）現実に期首仕掛品か ら減損が発生 した場合 ，その 実態を写像 しない こ と
，（2）FIFO で

も前期着手分か ら生 じた不 能率が当期着手分か ら生 じた よ うに示 されて しま うこ と等で ある．なお，

期首仕掛 品が前 期に減損発生点を通過 した場合は ，仮定が 現実 どお りで ある か ら特に問題 はな い と

い えよ う．
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3． 正確な製品原価計算 ：
一 般式 と数値例

　本節で は ，仮定を取 り除くと原価計算の 結果，何が異なっ て くる の か，ど うい う変化が起 こる の か を ，

一
般式を提示 し数値例を適用 して 示す  ．

3．1 数値デー
タ

　数値例の 前提は次の とお りとする．

　 3．1，1　生産活動の 状況

（1 ）   完成品 1 枚あた り 100kg の 金属板を工程 の始点で投入 し，加工進捗度が 0．5 の 定位置で そ

　　　　れ を円形 に打ち抜き ，その段 階で 20kg／枚の 減損が生 じる．

　　　  完成品数量の 単位尺度は，枚数で 表 され る。

　　　  減損は
，す べ て 正 常な原因で発生 し

，仕損は発生 しな い ．

　　　  第 t・1期 ・第 t期にお ける減損発 生点は ， 0轟1
昌 6もi

躍 0．5とする．

　　　  期首仕掛品は ， 当期に入 っ て か ら減損発生点を通過する．

　　　  任意の 2 期間（第 t・1期 と第 t 期）を同時に取 り扱い ，生産は第 t・1期か ら開始 され る．

　　　  工程には
，常時 ，仕掛品が存在する．

（2 ） 数量の デー
タ

　　　  Ql
− i

＝ IO枚 ，　q『 ＝ 6枚，　Qtii　＝ ＝　Qt，　＝ 4枚 ，　Ql＝ 12枚 ， 氈 ＝ 11枚 ， 鱸 ＝ 5枚 とす る．

　　　  完成品単位 当た り材料（i＝ 1）の 投入数量（減損 を含む）u
、

＝ 100kg1枚，完成品単位当た り

　　　　材料G＝ 1）か ら生 じる正味投入数量 UNt ＝ 80kgノ枚 ，完成品単位当た り材料（i＝ 1）か ら

　　　　生 じる減損数量 Uw1 ＝ 20kg散 とする．

　　　  なお加工 費も kg換算で表 され るもの とし
，
lkg＝ 1時間 と仮定す る．

（3） 完成品換算係数（進捗度）の デー
タ

　　　  直接材料費の 期首 ・期末の 仕掛品進捗度は ， eB1＝ ・eEl（工程 の 始点投入 の た め）とする．

　　　  第 t・1期の 期末仕掛品加工進捗度θ駐夛
＝O．3， 第 t期の 期末仕掛品加 工進捗度θ豎2＝ 02

　　　  減損 の 完成品換算量 は ， （2，19）式を用 い て計算す る．

　 3．1．2　原価計算の 前提

（1）　   単
一工 程 ・単一

製品 を対象 とする総合原価計算の 基本 モ デル とす る．

　　　  製造原価 は
，直接材料費（i＝ 1）と加 工 費li＝ 2）に区分す る 2 区分法（基 準 24）を採用す る．

　　　  FIFO（前期着手分原価 と当期着手分原価 とを区別する方法）を適用す る．

　　　  正 常減損非度外視法を適用する．

　　　  加 工 費（i＝ 2）の 計算におい て も ，伝統的方法 に した が っ て 直接材料費G＝ 1）と同
一

の 基準に

　　　　基づ く完成品換算量の 計算を行 う．

（2 ） 原価のデータ

　　　  第 t・1期の 直接材料費G＝ 1）c｝i1＝ 100 万 円 ，加工 費（i＝ 2）c｝i1＝ 500 万円とす る．

　　　  第 t期 の 直接材料費C｝1＝ 120 万 円 ，加 工 費Cf2＝ 600 万円 とする．

　　　  第 t期の 期首仕掛品原価は ，第 t− 1期の 期末仕掛品原価で ある．

　　　  完成品 1枚となる金属 板（i＝ 1）の 購入 原価は ， 10万 円 とす る．

　 なお，総合原価計算に は，多様なタイプ が含 まれて い るが ，様 々 な総合原価計算に共通の 基本的

な属性 を明 らかにする には，伝統的方法 として の 単
一

工程 ・単
一
製品総合原価計算の 本質的属性を

示 してお く必要が あ る．

3．2　直接材料費 （原価要Pt　i＝ 1）の 計算

　当期（第 t期）の 期首仕掛品原価を求めるためには ， 第 t− 1 期の 期末仕掛品原価を正 しく算定する
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必 要があ る．まず前期（第 t・1期）に お ける減損 の 完成品換算量Q  1
θ認 は，（2．19）式 に よ り次の ように

示 され る．

　　　　　　　　　　　  壽 一畿 一 … 枚 　 　 　 ・3…

　従来の 方法 の 期末仕掛品原価C訂の 計算は ， （3．1）式 の 結果を用 い て（2．17）式に よ り次 の よ うに表す

こ とが で きる．

　　　　　・課 一
、Q、

・ ．Q、
・講鵬 、，． Qr ，冒

一
1

詈詈1畿 1
− ・4・78 万 ・ ・3…

ここで前期（第 t−1期）の 期末仕掛品換算係 数θ鬣
1
は，（2．9）式を展開 して ，次 の よ うに計算で きる．

　　　　　　　　　　　　・冨 ・

Q鵡 一

、驚 、

一 ・・25 枚 　 　 ・3…

　提案す る方法の 期宋仕掛品原価C匿
1 曠

は ， （3．3）式の 結果を用い て （2．17）式 によ り次の よ うに

計算され る．

　　　　・訐
’

一
、Qr ．

，紀，織 i賑 Q躍
一

1

縉黔 、響一・・ 万 ・ 　 ・3…

　次に 当期（第 t 期）の 直接材料費 の 計算方法に っ い て述 べ る．数値例に基づ く生産状況は ，横軸に

「完成品数量 Q 」 ，縦軸 に 「製品単位あた りの 消費数量 Ui と換算係 数θi との 積」を示 した 「工程原価

構成図j に より表すこ とがで きる．

　　　　　　　　藍θ皇　　　　図表 3．1　工 程原価構成図（i＝ 1
，
t期）

u踟1 θ妄＝ 20kg

u長1θ墅＝ 80kg

i…i…  …iii  

i
’
i…  ……i…  

轄一鞘冖一一一一一■一一

　  

q』・ Q玉、
− 4 枚 　　　 qレ Q』・ql、 − 7 枚　　　 Q髭・ 5枚

tQ

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸 三 11枚

図表 3．1の 面積は，完成品に投入 され た直接材料費（i＝1）の 消費数量q1 を表 して お り ， 図中の

  〜  は ， 以 下 の 各消費数量 q9を示 して い る。

  前期着手当期完成 品の 消費数量 媚G1
＝蝿Gu 紐＝ 4枚 × 80kg＝ 320kg

  当期着手当期完成品 の 消費数量

　　　　　q；Gi　＝　QEGuk，　＝ （Q乙一Q跡u 』＝ （11枚一4枚）× 80kg ＝ 560kg

  期末仕掛品 の 消費数量

　　　　　q豎1 ＝ 能G1 ＋ 吐w 、
＝ 吐（u 爵、

＋ uV
、）＝5 枚 x （80  ＋ 20kg）＝ 500kg

（3．5）

（3．6）

（3．7）
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  期首仕掛品 か ら生 じ た減損数量 q§w 、
＝ 輪Gu 恥、

＝ 4 枚 ×　20kg　・　80kg 　 　 　 　 　 （3．8）

  当期着手 当期完成品か ら生 じた減損の 消費数量

　　　　　q｛wl ＝ QIGuV， ＝ （Qも一Q蚤G）ulvt ＝ （11枚 一4 枚）× 20kg ＝ 140kg 　　 　 　　 （3．9）

非度外視法を適用す る場合 ， 完成 品換算量ベ ー
ス Qθ1で 原価配分 を行 うの で ， そ の た め には ， 図 表

3．1 の 工 程原価構成図 の 各面積q〜（＝ u｝Qtθ1）を変化 させ な い まま，横軸を完成品換算量Qtel縦軸を完

成品単位当た りの 正 味数量暖とする図表 3．2 の 「完成品換算量図」 に変換する必要が ある，それに

よ り完成品換算量図の 高 さは ，完成品 単位当た りの 材料 の 正味投入数量 ui ＝ 80kgに揃え られ ，それ

らの 面積 q三は ， 横軸 にお ける各完成品換算量の 長 さに よ り決定 され る．し た が っ て 各原価C皇は ， 消費

価格匿 が一定 と仮定 されて い るか ら， 期首仕掛品原価 と当期製造原価 の 合計 は，完成品換算量Qte皇
の 比 で完成品 と期末仕掛品に 配分 される （小泉 2005）．

すなわ ち，た とえ投入原価を完成品原価 と月末仕掛品原価に按分す る方法 として FIFO を用 い て

い て も本質的には平均法で ある（片岡 1982．p．181，1995）か ら，消費価格p皇は
一定 と仮定でき，原価要素

iの 原価 c；は消費数量の 関数q｝＝ ql（u｝，　Qt，θ｝）によ り配分す る こ とがで きるとい える．

図表 3．2　完成品換算量 図（i＝ 1，t期）
tlU

u長1
＝ 80kg

，1  …… ・1＠・…      

Q§Gθ§， Q覧・
e蚤・w ・　　 ql、　　　 Ql、θ1、w 、　 Q・

e琶・

Qtθま

　図表 32 の   〜  の 各消費数量qlの 各完成品換算量qtelは，各面積を完成品単位 当た りの 正味投

入数量略1で 除す るこ とに よ り次の よ うに算定する ととが で き る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

  前賭 手 当鯱 成品 ・ 消費数量皖 成・換算量 q紘 幾 一 畿
・ 轍

  ・橢 手 当鯱 成… 費数量 ・ 完成・換算量 ql、 課 一 驚 一 ・ 枚

  tw＊trva・ ・ 消費数量 ・ 完成・換算量 Q量・k・ 一 蘚 驚 ・ ・25 枚

（3．10）

（3ユ 1）

（3．12）

期末仕掛品数量 が 5 枚で あるに もかか わ らず ， （3．12）式では ， そ の 完成品換算量が 6．25 枚にな っ

て い る こ とは注意を要する．こ れ は減損発 生点を通過 して い ない ため ， 期末仕掛品に は減損と して

分離 され る部分鴫1Q 静蓋1を含ん で い るか らで ある．

  期首仕掛品 か ら生 じた減損の 完成品換算量偽6e 蚤Bw1 に つ い て は，（3．8）式 をu桁で 除す る こ とに

よ り， 次の よ うに求め る こ とがで きる．

　　　　　　　　　　　輪 一
一 驚一

Q
譜

1
一 畿 一 ・枚 　 　 … 13・

また期首 仕掛品 か ら生 じた減損の 完成品換算量 q§GO 蚤Bw1 は，次の 方法で も求め る こ とが で きる．ま

ず換算係数e動w1 を ， 次の よ うに定義する．

　　　　　　　　　　　　　　・玩M 十 畿 一 ・25 　 　 　 ・… 4）
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す る と期首仕掛品か ら生 じた減損 の 完成品換算量Q§G θ〜Bw1は ，次の よ うに表 され る．

　　　　　　　　　　 鱸Ge §Bw1
＝4 枚 × 025 ＝ 1 枚 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　（3．15）

  当期着手 当期完成品か ら生 じた減損 の 完成品換算量QIGθiw1に つ い て は ，（3．9）式 を嚥1で 除する こ

とに よ り，次の よ うに求め るこ とが で きる．

　　　　　　　　　　・1・ef・ ・ 十
Q
罐

1 一黷 一 ・75枚 　 　 ・3・16・

また当期着手 当期完成品か ら生 じた減損の 完成品換算量Q；Gei
． 1

は ，次の 方法で も求め る こ とが で き

る．まず換算係数θ｝w1 を， 次の よ うに定義する．

　　　　　　　　　　・｝・ ・十 畿一 ・25 　 　 　 　 ・3・・7・

したがっ て当 鰭 手 当鯱 成品か ら生 じた減損 の 完成品換算量Ql、ei
。 、

は
，次の よ うに表 され る・

　　　　　　　　　　 Q；Ge ｝w ，
＝ 7 枚 xO ．25ニ1．75 枚 　　　　　　　　　　　　（3・18）

　次に当仮定を取 り外 した場合の 期首仕掛品原価（直接材料費）C』1か ら ， こ れ に含まれ る減損部分を

分離す る方法を示す．

　従来の 前期着手当期完成品原価 CEG1は ，（2．15）式で 示 したが ，
こ の 原価か ら 「期首仕掛品 か ら 生 じ

た減損原価」 を区分す るた め には，Q祉とQ〜Ge §Bw1 の 比 を用 い て（2．15）式の右辺 第 1項 C§， をそれぞ

れに配分する必要がある．その結果，新たな前期着手当期完成品原価C翫1の
一般式

，及び こ れ に ，略1

＝40 万 円，qL＝4枚，　QもGe §Bw1 ＝ 1 枚 を代入 した値は，次の よ うに 示され る．

　　　　　　　　　　　　・鷁・
一 ボ膿 ，。 、

−

4

鶚
4

− 32 万・ 　 ・3・・9・

期首仕掛品か ら生 じた新たな減損原価cgWi の
一

般式及 び こ れ に数値を代入 し た値は，次の よ う

に 計算 される．

　　　　　　　　　　　・翫 ・
一謬膿鞴

一
4

鶚
1

・ ・万 ・ 　 ・3・…

また，新 たな当期着手当期完成品原価c絡i は ， cii　＝　120万 円，Q跳 ＝ 4枚 ，　Q毛＝ 11 枚，

Qt，ef，． ，
＝ 17S 枚，　Q額是1 ＝ 6．2S枚 を代入すれ ば，次の よ うに計算され る．

　　　　　　　・1・・
一

、Qと．Q諜 鵡 ． 輪
一

、、1掌 1∋1…書25
− ・6 万・ ・3・…

　以下，同様の 計算方法を用い る と新たな期末仕掛品原価C島は 50 万円，当期着手完成品か ら生 じ

た新たな減損原価C｝Wiは 14 万円となる．したが っ て ， 減損原価追加配賦後の 新たな前期着手 当期完

成品原価CE
’

E，は，次の よ うに導かれ る．

　　　　　　　　　C961 ＝ C鵑1 ＋ C臨 1 　＝ 32万 円 ＋ 8 万 円 ＝40 万 円

また ，減損原価追加配賦後 の 新たな当期着手当期完成品原価C島は，次の よ うに導かれ る．

　　　　　　　　C｝6’， ＝ 　C｝6， ＋ C瓢1

3．3 加工 費 （原価要素 i2 ）の 計算

＝ S6 万 円 ＋ 14万 円 ＝ 70 万円

（3．22）

（3．23）

当期（第 t期）の期首仕掛品原価に含まれる加 工費（i＝ 2 ）を求め るため には ， 第 t−1 期の期末仕掛品

原価を算定する必 要がある．まず ， 前期（第 t−1 期）の 減損 の 完成品換算量Ql石
1
θ｝菷2 を ，（2．19）式に よ り

次の よ うに導く．

　　　　　　　　　　　　　　・職 一 離一 畿 一 … 枚 　 　 ・3・…
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従来の 方法の 期末仕掛 品原価c翻 の 計算式 は ，（2．17）式 に （3．2の式の 結果 を用 い て 次の よ うに表す

こ とが で きる，

・｝・
i

−

、、r 一
  黔 ；隷 ． Q・

ii、謬
一 畿鯊 鑑 一 ・5・・・… 円 ・3・25・

　以下 では ， 図表 3．3 「工 程原価構成図」 （i＝2，第 t期）を用い て 図示する．同図 で は ， 横軸 に 「完

成品数量 Q」をとり，縦軸に 「製品 単位あた りの 消費数量Ui と換算係数eiとの 積亅 をとり，当期 （第 t

期）の加工費の 計算構造 を示 して い る．

　図表 3．3 では ， 減損発生点Ow2　＝ 　O．5に至るまで ， 減損となる部分 を含んで加工用役が投入 され る

状況を， 「正味消費部分」 と 「減損と して分離され る部分」 に分けて 示 して い る．なお ， 右端で描か

れて い る破線 （縦軸）が示すeSは ， 説明便宜上
， 図表の 下部 （一点破線 の 下方部分）の嚥2 （完成品単

位 当た りの 正 味消費数量）に対応する部分に つ い て ，e篝2 と e髭2 が u＆2e 弖＝ 80kgに 占める割合をそれ

ぞれ示 して い る．同様 に ， 上部 （
一点破線の 上方部分）の u輪（完成品単位 当た りの 減損の 正味消費

数量）に対応す る部分につ い て，e§2 と e量2が u恥θ茎＝ 20kgに 占め る割合を各 々 示 して い る．

　　　　　　　　嘘匪　　　 図表 3．3　工程原価構成図（i＝ 2
，
t期）

uξv2e 妄二20k

u〜2θ茎＝ 80kg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ弖
一一一一一一一一一幽…’響’胴’“甌一一8−一一一一一層尸一一一薗一璽’−“…『一一…冖一

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

 

　 一．．．．＿ ．−1ぐ广

　 　 　 　 　　 ：一一層一一一一一口冒一騨F

9

　 　 　  ．塵　 一，＿，＿．＿．＿ 一

　　　 
曹　F　，　甲　｝　−　P　一　一　一　一　一　一　一　一

一一一一一… 一一一 
一一… … 一一一

＿　．　＿　F　＿　　　＿　　　−　−　一　　　旧薗　」　一　　　一　幽　一　　　一　F　『　齟

一　ロ　，　一　＿　臨　一　一　一　冒　響　r　彈　一　一　一　騨　冒　一　一　一　一　一　一　一　齟

　　　　　　 

一　＿　富　謄　謄　一　一　　一　一　一　　一　　一　1　，　，　　一　一　幽　畠　一　一　　層　一　一　一

』＿＿   ＿．＿F＿

　 　　 　 　 　 ；

　　　　　　i．
＿ ．＿ 一＿ ．．iew2

　　　　　　 1
　　　　　　 ；θ蚤2−一一一一一ロー一”一酔

「
1
 

 
θ毫2

Q毛＝q胎 ＝ 4 枚　　　 Q亀一Q影嫉G
＝ 7 枚 　　　　q鈷5 枚

θ旨2

θ邑2

q

1− 一一一一一一一一一一一一一一一一
Y

　　　　　　　　眺 ＝ 11枚

　次に提案する方法を提示する．（325 ）式 の G勗
1
は，減損に対応する 加 工 費が含まれ て い な い ．一

方第 t期の 期首仕掛品原価c§2 （第 t− 1期の 期末仕掛品原価）は，減損発生点までは減損となる部分

も含 め て 加 工 して い るの で ，図表 3．3 にお ける  と  （第 t期で 減損 となる部分）か ら構成 され て い

る．したが っ て，（3．25）式の ままで は，Cki1＝ ・C§2 とはならない の で，こ の式 を修正す る必要が ある．ま

ず ，新たな前期（ca　t・1期）の 期末仕掛品の 完成品換算量Q冒
1
℃毳

1’
は，次 の ように修 正 され る ．

・冑 一  
（u

雫
量LQ も・鳬・

一
〃 x α 3 ×

畿
9＋ 2°kgL

・・枚

する と新た な期末仕掛品原価C臻
1嚀
は，次の よ うに表す こ とがで き，

C饒
1寧≡C邑とな る．

　　　・

％ ビ ．  韈 讒 ． ，計 、r 亭鶚 鞍 ・・ 万 ・

〔3．26）

（3、27）

次に 当期 （第 t期）の 計算方法に つ い て図表 3．3 を用 い て 示す 。 図表 3，3 の   〜   の 各面積は ，以

下の 完成品に投入 された加 工費（i＝ 2）を表す各消費数量噴を示 して い る．なお ，図表 3．3 の 網 掛け部

分（  と  ）は，前期投入数量を示 して い る．
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  前期着手 当期完成品 の うち前期投入 分の 消費数量

　　　　　　　　媚BG2
＝ 鑢Gθ邑2u 』＝ 4 枚 XO ．3× 80kg ＝ 96kg

  前期着手 当期完成品 の うち当期投入分の 消費数量

　　　　　　　　 qもIG2 ＝ Q玩（1 − e邑z）噛2
＝ 4 枚 x （1− O．3）x80kg ＝ 224kg

  当期着手当期完成品の 消費数量

　　　　　　　　　q：G2　＝ 　QiGuk2＝ （Qと一Q捻G）u長2＝ （11 枚一4 枚）× 80kg ＝ 560kg

（3．28）

（3．29）

（3．30）

  期首仕掛品（前期着手当期完成品）か ら生 じた減損の うち前期投入分か ら生 じた減損の 消費数量

晶Bw2
＝ 偽G θ§2鴫 2

＝ 4 枚 xo ．3x20kg ＝ 24kg （3．31）

  期首仕掛 品（前期着手 当期完成 品）か ら生 じた減損の うち当期投入分か ら生 じた減損の 消費数量

　　　　　　　　　 qちlw2 ； QもG （Ow2一θ§2）u 烏2
＝ 4 枚 × （o．5 − 0．3）× 20kg 二 16kg

  当期着手当期完成品か ら生 じ た減損の 消費数量

　　　　 qhw2 ＝ Q｝GOw2ut ， 2
＝（q亀一QもG ）OwzuU2＝ （11 枚一4 枚）xO ．5 × 20kg ・＝ 70kg

  期末仕掛品 に含まれ て い る消費数量

　　　　 q豎2 ＝ 鎚0農2u 』十 Q鵠畫2u 靭2
＝ 5 枚 × 0．2× 80kg ＋5 枚 xO2x20kg ＝ 100kg

（3．32）

（3，33）

（3．34）

期末仕掛品は ，当期 に お い て減損発 生点を通過 して い な い た め ， 将来 ， 発 生す る減損部分QEθE2Uw2

を含ん で い る こ とに 注意を要する．

本研 究では ， 非度外 視法 を適用す る の で ，完成 品換算量 べ 一
ス Qθ2 で 計算を行 う必要 が あ る．そ の

た めには，図表 3．3 の 工程原価構成図の 各面積嘘（＝ 嘘Qθ∋を変化 させ な い まま，横軸を完成品換算

量Qtθ呈，縦軸を完成品単位当た りの 正 味数量u妄とする次の 図表 3．4 「完成品換算量図」 に変換す る．

こ の図表 3．3か ら図表 3．4 へ と変換す る こ とに よっ て高 さがu』2に揃える こ とがで き，横軸を表す各

Qtelの 比に より原価配分が可能 となる，

t2U 図表 3．4　完成品換算量図（i＝ 2
，
t期）

……iii糞iii、i　i…ii轗i         

u

q§、θ，、 Q』。
θ§。w 、

　q盲・6愚lw ・ Q蚤・（1 一θ§・）　 ql、　　　 ql。el，w 、
　 Q玉e豎、

u 長、
＝ 80kg

Qto塾

　図表 3．4 の   〜   の 各消費数量q呈の 各完成品換算量Qtθ皇は，各面積を u長2で 除する こ とに より次の

よ うに算定される．なお，図表 3．4 の網掛け部分 （  と  ）は ， 加 工 費の前期投入分 を示 して い る．

  　前期着手当期完成品の うち前期投入分 の 消費数量の 完成品換算量

　　　　　　　　　　　　　　　贓 一 誓 ・ 畿一・・2 枚

  前期着手当期完成品 の うち当期投入 分の 消費数量の 完成品換算量

　　　　　　　　　　　　　・玩・・
一・k… 蔕・ i鑓9

… 枚

  当鞴 手当鯱 成品の 消費数量の 鍼 品換算量 Q；・ 一 黔 雛 一 ・枚

（3．35）

（3．36）

（3，37）

  期首仕掛品か ら生 じ た減損の うち前期投入 分の 完成品換算量吐Gθ§Bw2 に つ いそは ， （3．31）式を
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　u』2で 除す るこ とによ り， 次の よ うに求め る こ とがで きる．

　　　　　　　　　　・k・θ蓋…
・

qi

驚
2

−

Q§Gl
酔 一 畿 瞰 　 　 ・3・38・

また期首仕掛品 か ら生 じた減損 の うち前期投入 分の 完成 品換算量Q翫e酷w2 は ，次の 方法で も求め

るこ とがで きる．まず換算係数θkBw2を，以 下 の よ うに 定義する E

　　　　　　　　　　　　・齢 讓曝 讒 ・ … 一… 75・… 　 　 3・・9・

する と期首仕掛品か ら生 じた減損 の うち前期投入分 の 完成品換算量鱸 ce §Bw2 は
，次の よ うに表され る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 蝿cθ飴w2
＝4 枚 ×　O．075＝03 枚 　　　　　　（3、40 ）

  　期首仕掛品か ら生 じ た減損の うち当期投入分の 完成品換算量Q腕θ§lw2 に つ い ては ， （3．32）式を

　UNZ で除する こ とに より，次の よ うに 求めるこ とが で きる．

　　　　　　　　嚇 曜
一驚 一

Qも・（δw ，　
一　eb2

　　uk2

）曳 轟 一 ・・枚 　 　・・…

また期首仕掛品か ら生 じた減損の うち 当期投入分の 完成品換算量蝿 Gθ§Iw2 は ，次の 方法で も求める

こ とが できる．まず換算係数eち，w2 を， 以 下 の よ うに定義する．

　　　　　　　　　・島一
一 驚（9w2　一　et，，）一 譏  ・一… 一 ・… 5 　 　 ・3・…

す ると期首仕掛品か ら生 じた減損の うち当期投入 分の 完成品換算量Q§G θ臥w2 は，次の よ うに計算で

きる．

　　　　　　　　　　　　　　　　鮠GO呈lw2 ＝ 4 枚 xo ．05＝o．2枚 　　　　　　　　（3A3）

  当期着手当期完成品 か ら生 じ た減損の 完成 品換算量Q｝Ge｝lw2 に つ い て は ， （3．33）式を UN2 で 除す

　 る こ とに よ り，次の よ うに 求める こ とが で きる．

　　　　　　　　　　　Qf．，｝、． 、
． 準 ．

（Q匕一

掣 ・ ・
uL 逃 。 ・．87S 枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3．44）

　　　　　　　　　　　　　　　　UN2 　　　　 UN2 　　　　 80 

また期着手 当期完成品 か ら生 じた減損の 完成品換算量QEGe｝lw2 は ，次の 方法で も求めるこ とがで きる．

まず ，換算係数θ｝！w2 を ， 以 下の よ うに定義する．

　　　　　　　　　　　　・1・・ 2
一鵠・曜 畿 … 一… 25 　 　 ・・絢

す ると当期着手当期完成品か ら生 じた減損の完成 品換算量Q：，eiIw2は ， 次の ように計算で きる．

　　　　　　　　　　　　Q｝Ge ｝Iw2 　＝　7 枚 × 0．125＝O．875 枚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（3．46）

  期末黴 品の 消費数量の 完成品換算量 Qセ・毛・藷 一驚 一・・25 枚 　 　 （3… 〉

　以上 ，
一

般式の 右辺 の 分母 を構成す る各完成品換算数量を求める方式を示 して きた．

　次に （3．35）式 〜 （3．47）式を用い て 前期着手 当期完成品原価 と期首仕掛品 か ら生 じた減損原価に含

まれ る加工費の 求め方を考察す る．これ らの 原価は，前期投入分原価C邑お よび当期投入分原価Cfzか

ら構成 されて い る．まず，（2．15）式の 従来の 前期着手当期完成品原価 C§，2か ら 「期首仕掛品か ら生

じた減損原価」を区分す るた めに，（2．15）式の右辺第 1項cB2 を図表 3．4 の   鮠Gθ蚤2 と  Q』GeもBw2 の

比 によ り配分 し，さらに第 2項の 分子 cI2を図表 3．4 の   偽G （1 一θ島2），  q：，，  Q§5e 邑lw2 ，  QIGehw2，
  Q額豎2 の 比 に より配分を行 う． した が っ て ． 各換算量に（3．35）〜（3．47）の 各式の 値 を代入 する と新

た な前期着手当期完成品原価C盲』2の
一般式お よび数値例 は，次の ように表 され る．

41

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Management 　 Accountlng

管理 会計学 第 22 巻 第 1 号

・馳 一

q謡黷 …

・
cl2Q§G（1

一θ愚2）

（Qt
− qk、ek・）＋ Qk、θ邑M ＋ Ql、θ｝・。 ・＋ Qte蓋・

　　　　　　　　 91 万 × 1．2　 　 600 万 × 4（1 − 0．3）

　　　　　　　
＝

・．2 ． ・．3
＋

（・・．・．2）． 0．2 ． 。．875 ． 、．7t　
＝

　ZIL35 万 円
　 　 （3・48）

　（3．48）式 の 右辺 第 1項は ， 前期投入分原価（図表 3．3の   ）を示 してお り， 第 2 項は 当期投入分原価

（図表 3．3 の   ）を表 して い る．

　新たな前期着手 当期完成品餬 首仕掛品）か ら生 じた減損原価c臨 2 は，次の よ うに表 され る．

・翫 一 纛黷竃翕・

（，1一嚠 ．舞篶 蜘 Ql，k，

　　　　　　 91 万 xO ．3 枚 　 　 　 　 600 万 xO ．Z

　　　　　
＝

・．2 ． 03
＋

（・・．1．2）． 。．2 ． 。．875 ． 、．25
＝ 28・1 万 円 　 　 　 （3・‘9）

　（3．49）式 の 右辺第 1 項 は ， 前期投入分原価（図表 3．3 の   〉を示 して お り， 第 2項は 当期投入分原価

（図表 3．3 の   ）を表 し て い る．

　新たな当期着手当期完成品原価C｝E、の
一
般式お よび数値例は

，次 の よ うに表 され る．

・1・・
　 ＝

（，、．贓 、驫 藷 、、：1。 2
． q、。、

一
、、、 一£鶚甃毒碧． 、．25

− ・… 万 ・・3・…

　以 下 ， 同様 に計算を行 うと新たな期末仕掛品原価C匿は 61．85 万 円，当期着手完成か ら生 じた新た

な減損原価 C翫2 は 43．3万 円 となる．した が っ て ，減損原価追加 配賦後の 新たな前期着手 当期完成品原

価 CE
’

62は次の よ うに表 され る．

　　　　　　　 Ci
’
e2 ＝ CE

’
G2 ＋ CFw2　＝ 211．35万円 ＋ 28．1 万円 ＝・　239．45 万 円

また ，減損原価追加 配賦後の 新たな当期着手 当期完成品原価C白2 は，次の よ うに表 され る．

C島 ＝ cfE
、

＋ cia，， ＝ 346．4 万 円 ＋ 43．3万 円 ＝ 389。7 万 円

（3．51）

（3．52）

3．4　数値例 の 比較検討

　以 下で は，提案され る方法で算定 され た原価 と従来 の 方法で算定 された原価 との 比較検討 を行 う．

　　　　　　　　図表 3，5　従来 の 方法 と提案する方法 との 計算結果　　　　　　　　（単位 ：万 円）

従来の 方法 提案する方法
原価

要素
期間 前期着手 分

完成品 原価

　 CB侃

当期着手 分

完成品 原価

　 Cl6畳

期末仕掛品

　 原価

　 CEi

前期着手 分

完成品原価

　 C§Gi

当期着 手分

完成品原価

　 c飴1

期末仕掛品

　 原価

　 C…、

直接 材 料 費

　 i≡ 1

　 前期

（第 t・1 期）
65，21 34．78 60 40

　当期

（第 t期）
34．78 79．32 40，677 40 70 50

　 前期

（第 t・1 期）
424 ．53 75．47 409 91

加工 費

　i＝ 2 当期

（第 t 期）
213．457 412．73 49．281 239．45 389．7 61．85

　提案す る方法は ，生産実態 を忠実に写像す る工程原価構成図 に即 して計算されて い る．一
方，従来

の 方法は，計算の 簡便性の ため に複数の 仮定 を設けて 計算す る手法で あ り，生産活動 の 実態を忠実

に 表現 して は い な い ．本研 究の 数値例に基づ く従来の 方法に よる計算結果 と提 案す る方法 によ り算

42
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Management 　 Accountlng

「期 首 仕 掛 品 か ら減損が 生 じない 」 とい う仮 定に もとつ く総合 原価 計算の 研 究

定 された結果で は ，原価が大幅に異なっ た．次の 図表 3．6 で は，両者の 差額を金額 と百分率で 示 し

て い る．

　　　　　　　　　　　 図表 3．6 従来の 方法 と提案す る方法との 差異

両者 の 差額 （CrCf ） 単位 ： 万円 両者の 差異 （C
厂

Cf）！q　単位 ： ％

原価

要素
期間 前期着手分

完成品原価

　 CB
α

当期着手分

完成品 原価

　 qGi

期末仕掛品

　 原価

　 C日

前期着手分

完成品原価

　 C島α

当期 着手分

完成 品原価

　 Ch

期末 仕 掛 品

　 原価

　 C…i

　前期

（第 t・1期）
5．21 △ 5．22 8，7 △ 13．05

直接材料 費

　 i＝ 1 　当期

｛第 t期）
△5．22 9．32 △ 9，323 △ 13．05 13，31 △ 18．64

　前期

（第 t・1 期）
15．53 △ 15．53 3，8 △ 17，06

加 工 費

　i＝ 2 　当期

（第 t期 ）
△ 25．993 23．03 △ 12．565 △ 10．85 6 △ 20．3

　例えば，第 t期直接材料費の 当期着手 当期完成品原価は，提 案 した方法に よれ ば 70 万 円 ，従来の 方

法 では 7932 万 円 と計算され る．こ の 差額 は約 1331 ％で あ り，従来の 方法 で は，実際値よ りも原

価が高く計算されて い た ．また，第 t期加工費の 前期着手 当期完成品原価 に関 しては ， 提案 した方法

に よ り算定された原価は，239．45 万 円で あるの に対 して ，従来 の 方法で計算された原価は ， 213．457

万 円であ り，両者の 差額は約 25．993 万 円 となり ， 実際の 値 よりも原価が低 く計算 されて い る，これ

らの 差異は少 な くとも ， 製品 の 価格決定お よび能率の 測定等に影響を及 ぼし意 思決定の 際に ，その

判断を誤 らせ る可能性がある．もちろん，これは
一

例にすぎず ，
こ の 結果を

一
般化す るこ とはで きない

が ，状況 によ り大 き く誤 っ た計算結果 を導 い て しま うこ とを示 し て い る．

4．仕掛品の 換算係数の 計算方法

　本節で は ， 仕掛品の換算係数の 計算方法に関 して考察する．従来の 方法で は，材料が 工 程始点投入

の 場合 ，期末仕掛品が減損発生 点に達成す る前後を問わず，直接材料費 （i＝ 1）の 期末仕掛品 の 完成

品換算係数（通常は
，

「進捗度」 と言われ る．）eEiは 「1 」で あ る とされ て い る．しか し，こ れ には疑義が

ある とい わざる をえない ．以下数 値例を用い て，その 妥当性 を検討す る．従来の 方法では ，（2．17）式の 期

末仕掛品原価 の 分母吐θ旨の 氈に 5 枚 （前述） を ，直接材 料費の 始点投入の た め θ翫に進捗度 1

を，q鴇駈に前述の 2．75 枚（（3．14）式の q鵄θ酷w1
≡ 1 枚と（3．17）式 の Q｝Ge ｝lwi ＝ 1．75 枚の 合計 ： 図表

3．2 の   と  ）を代入す る た め 第 t期の 期末仕掛品 原価は ，次の よ うに 計算され る．

・E・
・一

、Qも．Q蚤，邑1黷 1鴇 、』
一

、、、弖殺 驫 。 、

一 … 677 万 ・ ・4…

　しか し， （4．1）式で 表 され る 40．677 万 円は明 らか に誤 りで ある．なぜな らば ， 当該金属板が 1 枚

10万 円で期末仕掛品数量が 5枚であるか ら ， 期末仕掛品の材料原価の 真の 値は 50 万円 となるはず

で ある（前出）．従来の 方法で 計算され る原価配分の 状況を工 程原価構成図 （図表 4．1）で示す と， 正

しくは，  ＋   （二40 万 円 ＋ 10万 円）で あ る期 末仕掛品原価部分を ，   の み で示 し ， 金額 も 50 万 円

を 40．677 万円で 示す とい う誤 りを犯 し て い る．
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頃θ茎　　 図表 41 　従来の 方法に基づ く工程原価構成 図

u 烏1θ皇＝ 20kg

u論，
e皇＝ ・ 80kg

    　 　  

齣　冉　一　一　甲　一　轡

     

Q蚤二 4 枚　　　　　　　　　　　　Ql＝ 1 枚
Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓏＝ 5枚　　 Q勧 ＝ 4 枚　　　　　　　　　　　　 眺
一Q』＝ql， ＝7 枚

一

熊 ＝ 11枚

　図表 41 にお い て ， 従 来 の 方法 で は ， 当期投入原価 C｝，を，当期着手当期完成品（Ql， ＝ 7 枚）の 正味

消費数量  ，期末仕掛品 （鱸 ＝ 5 枚）に含まれ て い る正味 消費数量   ，期首仕掛品（前期着手 当期完成

品q§G ＝4 枚）か ら生 じた減損の 消費数量   ， 当期着手 当期完成品 か ら生 した 減損の 消費数量  の 各

完成品換算量（網掛けの 部分）に配分 して い る こ とを示 して い る　 しか し，正 し くは，図表 4．2 の よ

うに 当期投入原価C｝1 を ， 当期着手 当期完成品 の 消費数量   ， 期末仕掛品に含まれ て い る正味消費数

量   ，当期着手当期完成品か ら生 じた減損の 消費数量  ， 期末仕掛品の 消費数量に含まれ て い る次

期減損とな る部分  の 各完成品換算量 に配分す る必要が ある

図表 42 　正 し い 方法に基づ く工程原価構成図 （網掛け部分は 当期投入 分）

ulel

u烏1e 皇＝ 20kg

u長1θ茎　＝80kg

    ＠ “「
「
　　　　　　 f　 r脚

ド
” ” ド

ド
 

「
　 　 　 　     　　　

・
1

r

r

蜻 ＝q』G 鬲4 枚　　　姫
一q許 Q｝G ； 7 枚

吐 ＝ 5枚

tQ

鱸 冨11 枚

従来の 計算方法の 誤 りの 原因の 1 つ と して ， 本来は期首仕掛品（前期着手当期完成品原価）か ら生
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じた減損は，図表 4．2 の   が示す ように前期投入原価C邑エ（  ＋  に対応）か ら発 生 して い るに もかか

わ らず，「期首仕掛品 か ら減損は 生 じ な い 」 と い う仮定に もとづ き，あた か も当期投入原価 cf1（  ＋

  ＋  ＋  に対応）か ら発生 したか の よ うに計算され るか らで あるE

　誤 りの 原因 の 第 2 は ， 図表 4．1 と図表 42 の   の部分は将来減損 となるが ， 図表 4．2 の ように 期

末仕掛品の
一

部分で あるに も関わらず，従来の方法では ， 図表 4．1の   の よ うに期末仕掛品 に含ま

れ て い ない 点で ある．こ の 点は ，期末仕掛品 の 完成品換算係数 eE・ は 「1 亅 で あ ると され て い る点

と関係がある．

　進捗度は本来の 定義通 りに用 い る と，「ある原価要素が表す財貨ない し用役の 仕掛品へ の 投入数量

Ui（i＝ 1）が ，完成品におけるそ の 正 味投入 数量 UNiG ＝1）に 占め る割合（片岡 1982）亅 であるか ら次の よ う

に 表す こ とが で きる．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　　　 t　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　　　　　　　　　　　　　　　　θ畫、
一菩 一

UM

キ
Uw

・

≧ ・ 　 　 　 　 （4．2）
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 UNl　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 UNl

　材料の 投入量に含まれる減損数量は ， 減損発生点で分離され るべ き減損部分（図表 4．1 の   ＋  ）

を含ん で い る ．し た が っ て
， 減損発 生 点を超え て い ない 期末仕掛品 に含まれ る材料は ， 完成品 に含

まれ る材料数量よ りも多く，換算係数 θ§1 は 「1」 を超 える．

　真の 値を求め るた め には ， 仕掛品 へ の 投入数tSu：に 100kg
，完成品に お けるその 正 味投入数量 u秘

へ 80kg を代入する と，
正 しい 完成品換算量 へ の 減損数量の 換算係数 0皆（i＝ 1）を求め る こ とがで きる．

　　　　　　　　　　　　　　　　・島十 畿 ・ ・25 　 　  

　正 しい 期末仕掛品 原価を算定す るため には ， （2．16）式の 分母吐θ鳬iの吐に 5 枚 を，（4．3）式の 0蚤1に

換算係数 1．25 を，当期着手当期完成品か ら生 じた減損の 完成品換算量 QtGθ｝rwiに（3．18）式の L75 枚

を代入する．その 結果 ，次の ように計算 され，真の値 を表 し て い る こ とが わか る．

　　　　・E・
一

、qも．嘔 黠畿M ． Q玉，島
一

、、、爭 諾 黠 25
− ・・ 万 ・ ・4…

　以上，従来の方法で は進捗度の 上 限は 1 とされて い るが
，
こ の例が示す ように，「材料を工 程の 始

点投入 し， 正常減損が 工程にお ける
一定点で発生 し，期首仕掛品 が当期に入 っ て 減損発生点を通過す

る場合 j は ，期末仕掛品の換算係数 e島の 上限を 「1亅 とす る こ とは妥当で はな い ．

5． お わ りに

　以 上，「材料 を工程 の 始点投入 し，正常減損が 工程にお け る
一定点で 発生 し

，期首仕掛品が 当期に

入 っ て 減損発生点を通過する 」 生産状況 を対象 として，こ の 実態を忠実に写像するた めに，「期首仕

掛品か ら減損は生 じな い 」と い う仮定を取 り除き，任意の 2 原価計算期間に関 して 非度外視法による

FIFO を用 い た単純総合原価計算の 理論 モ デル を示 し，さらに，それ を数値 モ デル に適用す るこ とに

よ っ て ， 新 しい方法を提案 した．特に本研究で は ，次の 事項 に関 して検討 した．

（1）伝統的原価計算にお い て 計算の 簡便化 の た め に 用 い られ て い る 当仮定は 実態か ら乖離 し
，特に製

　品の 仕掛期間が長 く仕掛品数量が相対的に多い 状況 では，当期数量か らの み減損が生 じる と考え

　るの は妥 当で はな い ．そ の ため 当仮定を取 り除い た場合に 生 じ る 「期首仕掛品 か ら生 じ る減損亅の

　測定方法 を 「工程原価構成図」 と 「完成品換算量図J を用い て示 した．

（2）減損 の進捗度の概念 に関 して ，その 不適切性 を示 し，完成品換算係数 の 概念 と して 用 い る こ とを

　提示 し，減損 の消費数量か らそ の完成品換算量へ の 換算方法を明示 した ．

（3）作業屑は 減損 の 概念に 包摂 され る べ きもの であ り，従来 の よ うに副産 物法 （控除法）を適用せ ず ，
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　非度外視法を適用 して作業屑 原価 を求め る こ とが妥 当で ある こ とを主張 し た．

（4）材料が 工程始点投入 の 場合，
一

定点 の 減損発 生点に達成する前の 直接材料費 の 期末仕掛品の 完成

　品換算係数 θE1 は 「1」 とされ て い るが
，
こ れは誤 りであ り，実際に は 「1」 を超える こ とを示 し，

　 さらに新たな仕掛品 の 完成品換算係数の 計算方法 を提案 し た．

（5）従来 の 方法を用 い て 算定 され た期末仕掛品原価で は ，こ の 原価の 中に 「次期にお い て減損 とな

　る部分亅 が含まれ て い るこ とが写像 されない こ とを明 らか に した ．

　なお ， 実用的には原価計算制度上 は必要以上 の 精緻化が必ず しも求め られて い るわけで はな く，

現実に は様 々 な 目的に適合する よ うに費用 ・便益ア プ ロ
ー

チ に した が い 簡便な原価計算シ ス テ ム を

設計すべ きで ある とい えよう．し か しなが ら ， 原 価計算 シ ス テ ム 設計の 問題 と理論モ デル は 区別す べ

きであ り，本論文は，理論モ デル の 構築を 目的 とす る研究で ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注

（1） 「生産活動の 実態 を忠実に写像する」 は，IASB （2001 ： フ レ
ーム ワ

ー
ク）にお ける 「表現の

　　忠実性」 に 基づ い て い る．た とえば ，減価償却費 にっ い て は ，有形固定資産 の 「経済的便益の 消

　　費の パ タ
ー

ン 」 を表す方法を適用す べ きこ とが定め られて お り （IAS 第 16 号）， 定額法，定率法

　　等 を企業が任意に選択す る こ とは認 め られ て い ない ．また ， 近 時の 棚卸資産に関する会計基準

　　が LIFO の適用を否定 したの も LIFO が現実の 物の 流れ を表すの で はなく、現実の材料 ・商品 ・

　　製品 の 流れ は FIFO に よ り表 され る と判断 したか らで ある．「生産活動の 実態 」 を忠実に表現

　　 （写像）するた めには ，生産活 動を含む経済活動 を経済的便益の 流れ と捉 えあ りの ままに これ

　　を跡付 けるこ とが 必要で ある．

（2 ）規範理論 と実証理論，純理論 （理論モ デル ）と応用理論 （応用モ デル ）， 実務貢献型研究と実務記

　　 述型研究等に っ い て は ， 片岡 （1984， 1994， 1998，2012）を参照．

（3 ） 「期首仕掛品か ら減損が生 じない 」 とい う仮定は ，製品の 生 産期間 （仕掛期間）が 長 い 程 ， ま

　　 た期首仕掛品数量が 多い 程 ，問題 となる可能性が 高 くなるが，本論文で は計算構造を よ り明解

　　 に示すため に ，特に期首仕掛品が大 きくな い 場合で あ っ て も問題 となる事例を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 謝辞
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一
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申し上 げます．さ らに ，貴重な ご意見 を下 さっ た お 二 人の レ フ ェ リーの方 に感謝申 し上げます．

参考文献

番場嘉一郎．1963 ．『原価計算論』　 中央経済社．

Horngren，C．T　，Sundem，G．L　and 　StrattOn，W ．O ．2004．i磁troduetion　to　ManageraentAceounnhg卩

　 　 　13th　Edition．　Prentice　Hall。

Horgren，D ．T．，S．M ．Dater，G．Forster，M ．Rajan　and 　C．lttner．2009．

　　　CostAecoun　tin8’A 」Manageria1」Emphasis，　13th　edition ，　Pearson　Education．

Inernatinal　 A   counting 　 Standards　 Board （IASB＞．2001 ．1始 m θ彫 o盈 Of　the　 Preparation　 and

　 　 Presθn 　ta　tion　of 　the　Finan¢ial　Sta　tem 　en 　t．　．IASB ．

片岡洋
一，1982．『製品原価 の 測定理 論』 白桃書房．

片岡洋
一．1984 ．「会計学方法論と会計理論 の 深化 」『会計』126巻 5 号：51−66．

片岡洋
一．1991．「直接原価計算にお ける部門別原価計算 と原 価データ ベ ー

ス 亅

　　　　日本原価計算研究学会 『原価計算』303 号 ：75・89．

46
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Management Accounting

NII-Electronic Library Service

The 　 Japanese 　 Assoclatlon 　 of 　 Management 　 Accountlng

「期首仕掛品 か ら減 損が 生 じない 」 とい う仮定 に も とつ く総 合 原価 計算の 研 究

片岡洋
一．1994．「グ ロ

ーバ ル 環境下 で の 会計理 論と会計学方法論 j 『会計』 145 巻 2 号 ：52・70．

片岡洋
一．1995 ．「動的活動原価計算方式 の 展開 」 日本原価計算研究学会

　　　　 『原価計算研 究』 19 巻 12 号 ：58・69．

片岡洋
一．1998．「会計学方法論 の 意義」（第 1 章，第 2 章），「管理会計学の 研究方法論 」（第 3章），

　　　 「規範理論とその 構成方法」（第 4章），片岡洋一・浅田孝幸・小倉昇・原田昇・門田安弘．

　　　　『管理会計学の 研究方法とその 実態調査一管理会計学の 体系と研 究方法論
一』

　　　　日本会計研究学会 1998年度ス タデ ィ
・グル

ー
プ研究報告 ：1・44．

片岡洋
一，2007．「製品原価測定 の 諸 問題 亅 目白大学 『経営学研 究』第 5 号 ： 17・27．

片岡洋
一．2008．「活動基準原価計算の総合原価計算へ の 拡張」 目白大学経営大学院 『デ ィス加 ションペ

ーパ ー
』。

片岡洋一．2012．「会計学お よび経営学 の ための 事例研 究ア プ ロ
ーチ ：科学方法論の 基礎 」

　　　　片岡洋
一
編著『会計学 と経営学 の ため の 事例研究ア プ ロ ーチ』冨山房イ ン ターナ シ ョ ナ ル ；1・50 ．

片岡洋
一 ・井岡大度．1983．「補助部門費配賦法 と自部門用役 の 消費につ い て 亅 日本原価計算研究学会

　　　　 『原価計算』272 号 ： 21・37．

片岡洋一 ・井岡大度．1989 ．「直接原価計算の もとで の 補助部門費配賦に つ い て 」

　　　　日本原価計算研究学会 『原価計算』293 号 ：24・41．

片岡洋
一

・ 片岡洋 人 ．1999．「個別原価計算へ の 非度外視法の 適用 亅『管理会計学』6巻 1号 ；47・74．

片岡洋
一・小泉友香．2003 ．「改善原価計算モ デル とフ ロ

ー
原価 計算の 導入 」（財）産業経理 協会 『産業経理』

　　　　　63 巻 2 号：12・21．

片岡洋
一 ・昆誠

一。1983、「原価節約概念に もとつ く結合製品原価の 配賦方法につ い て 亅

　　　　　 『会計』123 巻 6号 ：41・57．

小 泉友香2005．「工程にわた っ て減損が生 じるケ
ー

ス の 総合原価計算モ デル 1 日本管理会計学会

　　　　　『管理会計学』14 巻 1 号：3・18．

小 泉友香．2009a．「顧客別収益性測定 モ デ ル ー活 動基準原価計 算ア プ ロ ーチー」 日本管理会計学会

　　　　　『管理会計学』 17巻 1 号 ：57−68．

小泉友香．2009b ．「正常仕損非度外視法を導入 した総合原価計算モ デル 」

　　　　 『鹿児島経済論集』49 巻 2・4 号合併号 ：287・314．

小泉友香 2010．「活動基準製品原価計算モ デル の 構築」『鹿児島経済論集』50 巻 1・4 号合併号 ：85・110．

小泉友香．2012a 「工 程別原価計算シ ス テ ム の設計 ：T 工 業 （株）の 事例研 究1 片岡洋一編著

　　　　 『会計学と経営学の た め の 事例研 究 ア プ ロ
ー

チ』冨山房イ ン ターナ シ ョ ナ ル ：115・143．

小泉友香．2012b．「多工程 を対象とする単一工程総合原価計算」　『産業経理』72 巻 3 号 ：131−15L

小泉友香．2013 ．「総合原 価計算に お け る 非度外視法 の 再検討 」 片岡洋
一

編著

　　　　 『会計学の 諸問題』冨山房 イ ン タ
ーナ シ ョ ナ ル ：105−137．

岡本 清．2008．『原価計算 （六訂版）』国元書房．

清水孝，小林啓孝，伊藤嘉博 ，山本浩 二 ．2011．「わ が 国原価計算実務に 関す る調査 （3）総合原価計算と標準

　　　　 原価計算」 『企業会計』63 巻 10 号二65・77．

鷲澤正樹 2012．「多工 程で 発生する仕損 ・減損 の 測定 と改 善
一プ リン ト基板製造 工 程 の 事例研 究」

　　　片岡洋
一
編著『会計学と経営学 の ための 事例研究ア

’
ブ ロ

ーチ』冨山房イ ン ターナ シ ョ ナ ル ：115−143．

47
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


